
鋳型を使った製造法も学ぶ。

ロボットプロ
ジェクトの１
年生の課題

「薄板作製用連続鋳造機」
でアルミの薄板を作る様
子の説明を受ける。

製造の方法について
片谷社長から質問
が飛ぶ。

「
手
で
つ
く
る
」
を
学
び

も
の
づ
く
り
の
力
を
高
め
る

ス
テ
ン
レ
ス
と
ア
ル
ミ

金
属
加
工
の
共
通
点

大
学
と
企
業
の
連
携
で

学
生
と
技
術
者
が
接
点
を
も
つ

「鳥人間コンテスト2023」の人
力プロペラ部門で、入賞を果た
した「人力飛行機」。

大阪工業大学工学部
材料加工研究室を
特発三協製作所
片谷勉社長が訪問！

ステンレスの薄板ばねをつくる
特発三協製作所の片谷勉社長が、
アルミニウムの加工研究室・羽賀俊雄教授を訪問、
「金属を使うものづくり」について、熱く語り合った。

羽賀教授の「材料加工研究室」にて、学生たちとと
もに。アルミニウムの半溶解・半凝固加工と、塑性加
工や鋳造に関する研究を行っている。

5 軸マシニングセンタとは、従来の XYZ の 3 軸に回転、
傾斜の 2 軸を加えた切削加工機。複雑な 3 次元加工
ができる。

片谷 勉さん

株式会社 特発三協製作所
代表取締役

兵庫県出身。大学卒業後、IT
系企業の SE･営業職を経て
1996年入社。2002年から現職。
特発三協製作所の創業は 1959
年。精密機械に欠かせない「薄
板ばね」を製造する専門メー
カーで、国内外からの視察も多
い。片谷社長で3代目。

かた     や　 つとむ

羽賀 俊雄さん

大阪工業大学
工学部 機械工学科 教授

埼玉県出身。早稲田大学理工
学部機械工学科卒、同大学大
学院理工学研究科機械工学専
攻修了。2005 年より現職。昨年
と今年、スタンフォード大学とエ
ルゼビアによる「世界で最も影
響力のある研究者トップ2%」に
選ばれている。

は       が　　とし   お
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片
谷　
驚
き
ま
し
た
。
大
学
な
の
に
５
軸
マ

シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
や
レ
ー
ザ
ー
切
断
機
な
ど

大
型
新
鋭
機
が
揃
う
。
恵
ま
れ
た
環
境
で
す
。

羽
賀　
新
し
い
機
械
も
入
れ
て
い
ま
す
が
、

昔
の
機
械
も
使
い
ま
す
。
古
い
機
械
に
は
、

実
際
に
「
手
で
動
か
す
」
よ
さ
が
あ
り
ま
す
。

片
谷　
共
感
し
ま
す
。
当
社
は
ス
テ
ン
レ
ス

製
薄
板
ば
ね
の
メ
ー
カ
ー
で
す
が
、実
際
に
ス

テ
ン
レ
ス
板
を
切
っ
て
触
っ
て
動
か
し
て
、

素
材
の
特
性
が
理
解
で
き
る
の
で
す
。

羽
賀　
特
発
三
協
さ
ん
は
自
動
車
や
家
電
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
機
械
に
使
わ
れ
る
「
薄
板
ば

ね
」
の
業
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
企
業
。
40
台
の

加
工
機
械
が
稼
働
し
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

片
谷　
多
い
も
の
は
１
日
５
万
個
量
産
の
機

械
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
試

作
品
の
調
整
は
手
作
業
で
す
。

羽
賀　
手
は
大
事
で
す
。
大
学
で
は
陶
芸
の

授
業
も
あ
り
ま
す
。
粘
土
を
い
じ
り
、
も
の

の
形
や
美
し
さ
を
認
識
す
る
の
は
も
の
づ
く

り
の
原
点
で
す
。
今
の
若
者
は
、
デ
ジ
タ
ル

化
が
進
ん
だ
せ
い
か
、
空
間
認
識
が
僕
ら
の

頃
よ
り
弱
い
人
が
多
い
。
デ
ー
タ
上
で
Ｃ
Ａ

Ｄ
製
図
は
で
き
て
も
、
実
際
に
立
体
の
「
も

の
」
に
落
と
し
込
む
時
点
で
つ
ま
ず
い
て
し

ま
う
。

片
谷　
わ
か
り
ま
す
。
当
社
の
入
社
試
験
で

は
「
折
り
紙
」
を
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

も
の
づ
く
り
の
セ
ン
ス
が
あ
る
人
は
、
山
折

り
谷
折
り
が
わ
か
っ
て
い
て
う
ま
い
。

羽
賀　
や
は
り
人
間
は
、
手
を
使
わ
な
い
と

じ
で
す
。「
も
の
づ
く
り
」
を
し
て
い
る
人
間

が
共
通
し
て
苦
労
す
る
点
で
す
ね
。

羽
賀　
成
果
に
た
ど
り
着
く
ま
で
、
粘
り
強

く
取
り
組
む
。
そ
こ
も
同
じ
で
す
ね
。

羽
賀　
今
後
、
危
惧
す
る
の
は
町
工
場
の
減

少
で
す
。
町
工
場
そ
れ
ぞ
れ
が
も
っ
て
い
る

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
技
術
が
な
く
な
る
と
、
困

る
企
業
は
ま
ち
が
い
な
く
増
え
ま
す
。

片
谷　
町
工
場
の
継
続
の
難
し
さ
に
は
高
齢

化
や
人
手
不
足
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ

り
ま
す
。
日
本
を
支
え
る
「
も
の
づ
く
り
」

が
衰
退
す
れ
ば
国
力
も
衰
え
ま
す
。
地
域
を

超
え
た
連
携
や
社
会
的
な
議
論
も
必
要
で
し

ょ
う
。

羽
賀　
大
学
が
地
域
や
企
業
と
連
携
す
る
こ

と
で
学
生
が
学
ぶ
こ
と
も
多
い
で
す
。
企
業

と
の
共
同
研
究
で
は
、
技
術
者
の
知
識
の
豊

富
さ
に
「
自
分
は
ま
だ
何
も
知
ら
な
い
」
と

気
づ
き
、
ま
た
厳
し
く
新
装
置
の
開
発
期
限

を
守
る
中
で
、
手
を
動
か
し
実
験
す
る
力
が

い
け
ま
せ
ん
ね
。

片
谷　
大
工
大
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
入
る
と
、

人
力
飛
行
機
が
目
を
引
き
ま
す
。

羽
賀　
は
い
、
今
年
の
「
鳥
人
間
コ
ン
テ
ス

ト
」で
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
つ
く
る
こ
と

で
設
計
、
機
械
加
工
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、

チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
資
材
調
達
を
学
び

ま
す
。
ま
た
、
近
く
の
町
工
場
に
交
渉
し
て

部
品
を
調
達
し
た
り
、
使
用
済
み
飛
行
機
の

部
品
を
使
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
材
料
を
探

す
力
や
交
渉
力
、
リ
サ
イ
ク
ル
配
慮
の
目
を

養
い
ま
す
。

片
谷　
資
材
調
達
か
ら
行
う
の
で
す
ね
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
力
が
身
に
つ

く
で
し
ょ
う
。
実
践
的
な
学
び
で
す
ね
。

羽
賀　
私
の
「
材
料
加
工
研
究
室
」
で
は
、

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
薄
板
鋳
造
の
研
究
を
し
て

い
ま
す
。
ア
ル
ミ
は
強
度
や
軽
さ
、
加
工
性

か
ら
自
動
車
や
航
空
機
な
ど
に
使
わ
れ
ま

す
。
研
究
室
に
あ
る
「
薄
板
作
製
用
連
続
鋳

造
機
」
は
ア
ル
ミ
の
薄
板
を
鋳
造
す
る
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
型
機
械
で
、
す
べ
て
学
生
が
つ
く

り
ま
し
た
。

片
谷　
す
ば
ら
し
い
！

羽
賀　
自
分
た
ち
で
つ
く
っ
た
装
置
で
加
工

性
に
優
れ
た
ア
ル
ミ
板
の
鋳
造
を
目
指
し
ま

す
。
最
初
は
失
敗
続
き
。
２
０
０
回
は
実
験

し
ま
す
。

片
谷　
ア
ル
ミ
の
素
材
の
特
性
で
す
ね
。
や

っ
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
の
は
、
私
た

ち
が
ば
ね
の
材
料
と
す
る
ス
テ
ン
レ
ス
も
同

つ
い
て
い
く
の
で
す
。

片
谷　
私
た
ち
企
業
側
も
ま
た
、
学
生
さ
ん

と
接
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
発
見
や
気
づ
き

が
ほ
し
い
。
大
学
の
研
究
室
に
期
待
し
て
い

ま
す
。

羽
賀　
現
場
で
活
躍
で
き
る
技
術
者
の
育
成

が
大
学
の
目
標
で
す
。
た
と
え
ば
学
生
が
自

分
で
描
い
た
図
面
で
、
町
工
場
に
部
品
製
作

を
お
願
い
し
て
も
、
最
初
は
工
場
の
技
術
者

に
「
こ
ん
な
図
面
じ
ゃ
つ
く
れ
な
い
よ
」
と

叱
ら
れ
る
。
そ
の
経
験
は
す
ば
ら
し
い
学
び

で
す
。

片
谷　
確
か
に
。学
生
の
学
び
に
お
い
て
、熟

練
し
た
技
術
者
を
含
め
、
他
者
か
ら
の
気
づ

き
は
多
い
で
す
ね
。
例
え
ば
コ
ン
テ
ス
ト
な

ら
ラ
イ
バ
ル
が
い
て
、
自
分
が
ど
の
レ
ベ
ル

に
い
る
か
を
、
審
査
員
か
ら
教
え
ら
れ
る
。

そ
う
し
た
体
験
は
、
社
会
に
出
た
と
き
に
必

ず
役
に
立
ち
ま
す
。

羽
賀　
そ
う
で
す
ね
。
も
の
づ
く
り
企
業
を

率
い
る
片
谷
社
長
の
お
話
は
興
味
深
い
で
す

か
ら
、
も
っ
と
学
生
に
聞
か
せ
た
い
で
す
。

片
谷　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
学
生
と

の
対
話
は
、
私
に
と
っ
て
も
楽
し
み
で
す
。

生産技術職  設計職
【内容】金属ばね等製品のプレスまたはマルチフォーミング加
工による量産加工、製品の試作・開発（設計、加工、検査、納
品）や部品加工、組立など

【応募資格】2024年3月大学・短大・高専・専門学校卒業見
込みの方（全学部全学科、文理関係なし）

【 給与 】院卒、大卒201,500円。高専、専門、短大卒 
180,600円。昇給 年1回、賞与 年2回。諸手当：役職手
当、時間外手当、通勤手当、営業手当、資格手当、委員会手
当、子ども教育補助、住宅補助あり

【勤務地】本社（尼崎）
【勤務時間】8：00~17：00
【休日】完全週休2日制（土曜日、日曜日）、年間118日
【その他待遇】各種社会保険完備、退職金制度、新入社員研
修、階層別研修、ばね検定、資格手当、住宅補助、子供教育
補助など

【歓迎】経営理念に共感できる人。素直に行動できる人。特
別なスキルや知識は必要ありません。

【連絡先】まずは一度お電話ください。
☎06-4960-4300（担当：馬場・三野・信太）

J O B I N F O R M A T I O N

正 社 員 募 集

「『おっちゃんとおばちゃん』の求人広告を
見ての応募です」とお伝えください。

本社：兵庫県尼崎市下坂部３丁目６番１号
TEL：06-4960-4300
http://www.tokuhatsu-sankyo.co.jp
従業員数：44名
設立：1959年12月
主な事業内容：金属ばね製造。板ばね、皿ばね、
ウエーブワッシャーなどの金型製作・試作

株式会社
特発三協製作所
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